
 

 

 

住民の主体的な参加につなげるためには？ 

≪主体的な参加の必要性≫ 

①ボランティア活動参加の有無・意向と３年後の生活機能（※）維持への効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②社会活動に参加して良かったと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：内閣府 高齢社会対策に関する調査 高齢者の日常生活・地域社会への参加に関する調査（令和３年） 
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≪地域ケア会議・語らん場で抽出された関連課題≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人的環境要因 

物的環境要因 

・繋がりが希薄な地域性がある 

・声掛け、誘い合う関係性がない 

・活動内容が同じで新しい刺激がない 

・負担が一部の人に偏っている 

・趣味の活動の場は少ない 

・担い手が不足している 

（立ち上げ、継続、掘り起こし） 

・集いの場の情報発信が出来ていない 

・男性の参加者が少ない 

 

 

 

 

個人的要因 

・加齢による機能低下がある 

（身体機能・認知機能） 

・活動の存在を知らない 

・介護予防の関心が低い 

・農家の仕事で忙しく、活動参加が後回し 

・地域活動に参加したくない 

・車の免許を返納すると動きずらい 

 

・集いの場がない、減少した 

・公民館がない 

・公民館以外の場所がない 

・集いの場に行けない、遠い 

（坂道、中山間、階段などアクセス困難） 

・活動費の不足 

・コロナ禍による活動制限 
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